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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

■対 
一
般
。

■定 
　
人
程
度
。

30
■費 
2
0
0
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
、
双
眼
鏡
、
防
寒

具
、
筆
記
用
具
持
参
。

■申 
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ

（
先
着
順
）。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

地
域
協
働
と
男
女
共
同
参
画

～
人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
～

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を
図

る
た
め
、
地
域
に
お
い
て
何
を
な
す

べ
き
か
考
え
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
～
3
時

18

　
分
。

30■場 
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
（
酒
々
井

ラ
ザ
→
猿
田
彦
神
社
（
百
庚
申
）・

西
福
寺
→
小
林
城
・
笠
神
城
の
地
形

を
見
な
が
ら
物
木
集
水
路
に
沿
っ
て

歩
く
→
薬
師
堂
（
印
西
大
師
　
番
札

83

所
）
→
押
付
の
水
塚
→
白
鳥
の
郷
→

小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
約

6
・
6
娃
）。

■他 
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
飲
み
物

持
参
。

■申 
1
月
　
日
蚊
ま
で
に
、
住
所
、
氏

26

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。

■問 
宿
城
（
緯
／
胃
碓42 
4
4
4
2
・
■メール 

in
zaifu

ru
sato

@
y
ah
o
o
.co

.jp

）。

※
電
話
は
午
後
7
時
～
9
時
。

第
3
回
 昔
の
話
講

　
演
劇
と
語
り
で
郷
土
の
歴
史
文
化

に
触
れ
、
郷
土
愛
を
深
め
、
美
し
い

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
す
会
を
催

し
ま
す
。

胸
主
催
…
い
に
は
野
ア
カ
ガ
エ
ル
の

里
を
守
る
会
。

胸
後
援
…
印
西
市
、
印
西
市
教
育
委

員
会
、
成
田
市
教
育
委
員
会
、
佐
倉

市
教
育
委
員
会
、
宗
吾
霊
堂
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
3
時

12

　
分
。

30■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

瀬
）。

【
第
1
部
・
演
劇
】

「
さ
く
ら
S
O
G
O
」

噛
出
演
…
専
修
大
学
松
戸
中
学
高
等

学
校
演
劇
部
。

【
第
2
部
・
印
旛
の
昔
】

噛
語
り
人
…
佐
藤
榮
一
氏
（
前
印
旛

村
長
）。

■対 
市
内
お
よ
び
周
辺
市
町
村
に
在
住

の
人
。

■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。

■問 
い
に
は
野
ア
カ
ガ
エ
ル
の
里
を
守

る
会
事
務
局
（
■携 
0
9
0
―
2
3
3

1
―
5
1
0
4
・
■メール g

isig
isi@
ru

rb
an
n
e
t.n
e
.jp

）。

町
中
央
台
3
―
4
―
1
）。

噛
講
師
…
長
谷
川
幸
介
氏
（
茨
城
大

学
准
教
授
）、
外
岡
仁
氏
（
江
戸
し
ぐ

さ
文
化
研
究
会
主
宰
）。

■定 
1
0
0
人
。

■費 
無
料
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
酒
々
井
町
住
民
協
働
課
（
緯
0
4

3
―
4
9
6
―
1
1
7
1
）。

第
　
回
印
西
市
書
道
展
・
第
三
部

16
会
小
・
中
学
校
書
き
初
め
展

■時 
1
月
　
日
我
～
　
日
蚊
・
午
前
9

22

26

時
～
午
後
4
時
（
た
だ
し
、
最
終
日

は
3
時
　
分
ま
で
）。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■問 
印
西
市
書
道
協
会
・
岩
井
（
緯
碓42 

6
4
2
5
）。

里
山
散
策
と
ミ
ニ
講
演
会

冬
の
自
然
も
す
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い

　
印
西
の
市
街
地
に
あ
る
公
園
や
調

整
池
を
め
ぐ
り
、
自
然
を
探
し
ま
す
。

午
後
は
ミ
ニ
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

18

30

3
時
。

■場 
北
総
花
の
丘
公
園
多
目
的
室
（
北

総
線
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
に

集
合
）。

【
里
山
散
策
】

　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
付
近

の
公
園
や
調
整
池
約
3
娃
（
雨
天
時

は
散
策
コ
ー
ス
を
短
縮
し
て
実
施
）。

【
講
演
会
「
昆
虫
」】

噛
講
師
…
飯
塚
廣
司
氏
（
千
葉
県
ウ

エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
会
員
）。

3
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
1
階

ロ
ビ
ー
（
美
瀬
）。

■問 
印
旛
図
書
館
（
緯
碓80 
3
8
5
0
）。

米
粉
料
理
講
習
会

　
米
粉
で
、
簡
単
蒸
し
パ
ン
や
美
味

し
い
ピ
ザ
・
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
1
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
午
後

28

10

1
時
。

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
（
浦
部
）。

噛
講
師
…
針
生
  幸
子

      

氏
。

は
り
う
さ
ち
こ

■定 
8
人
。

■費 
8
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
筆
記
用

具
持
参
。

■申 
1
月
5
日
蚊
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
永
治
プ
ラ
ザ
（
緯
碓42 
1
1
0
1
）。

本
埜
『
白
鳥
の
郷
』
を
訪
ね
る

寒
中
ウ
ォ
ー
ク

　
印
西
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
本
埜

地
区
の
帰
り
仕
度
を
始
め
る
白
鳥
た

ち
に
会
い
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

　
途
中
、
小
林
城
や
笠
神
城
と
い
う

中
世
の
城
跡
の
地
形
を
眺
め
た
り
、

疎
水
に
沿
っ
て
歩
き
な
が
ら
こ
の
土

地
な
ら
で
は
の
水
塚
を
見
学
し
た
り

と
地
域
の
歴
史
に
も
ふ
れ
る
ウ
ォ
ー

ク
で
す
。

■時 
2
月
2
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

30

（
受
け
付
け
1
時
～
）。

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■定 
　
人
。

50
■費 
一
人
3
0
0
円
。（
保
険
料
な

ど
）。

胸
コ
ー
ス
…
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

印
西
自
然
探
訪

冬
の
渡
り
鳥
を
観
察
し
よ
う
！

　
室
内
で
渡
り
鳥
に
つ
い
て
の
ミ
ニ

レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
た
後
、
調
整
池
に

休
む
渡
り
鳥
を
実
際
に
望
遠
鏡
や
双

眼
鏡
で
観
察
し
ま
す
。
寒
い
冬
で
す

が
、
鳥
た
ち
に
と
っ
て
は
結
婚
の

シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
美
し
い
羽
の
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
は
圧
巻
で
す
。

■時 
2
月
2
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

30

正
午
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）、
戸
神
川
防
災
調
整
池
。

※
集
合
場
所
な
ど
は
後
日
連
絡
。

ケ
ー
キ
づ
く
り
教
室

　「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」
に
向
け

て
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
2
月
　
日
牙
・
午
後
0
時
～
3
時
。

13

■場 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

■対 
市
内
在
住
で
　
歳
以
上
の
人
。

60

■定 
　
人
。

24
■費 
6
0
0
円
。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
を
持
参
。

■申 
1
月
6
日
俄
（
先
着
順
）・
午
前

　
時
か
ら
電
話
か
左
記
窓
口
ま
で
。

10■問 
高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
で
小
学
生
の
親

と
子
ど
も
（
未
就
学
児
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
。
大
人
だ
け
で
も
参
加

可
）。

■定 
　
人
程
度
。

20
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
）。

■他 
防
寒
具
、
筆
記
用
具
、
水
筒
、
で

き
れ
ば
双
眼
鏡
、
野
鳥
図
鑑
も
持
参
。

■申 
1
月
　
日
牙
（
消
印
有
効
）
ま
で

23

に
、
は
が
き
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
で
、

タ
イ
ト
ル
を「
自
然
探
訪
」と
し
、
住

所
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、

職
業
（
学
年
）、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

左
記
ま
で
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
俊
碓42 

5
3
3
9
・
■メール k

an
k
y
o
u
k
a@
c

ity
.in
zai.lg

.jp

）。

印
西
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
公
開
講
座

『
白
鳥
の
郷
で
地
域
活
動
を
学
ぶ
』

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～
。

11

30

■場 
本
埜
第
二
小
学
校
（
笠
神
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
無
料
。

■他 
防
寒
具
を
持
参
。

■申 
1
月
6
日
俄
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
左
記
ま
で
。

■問 
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

（
緯
内
線
5
4
3
）。

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

　
図
書
館
で
定
め
る
保
存
期
限
を
過

ぎ
た
雑
誌
、
除
籍
と
な
っ
た
図
書
な

ど
を
、
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す

（
先
着
順
）。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
午
後

18

5
時
、　
日
蚊
・
午
前
9
時
～
午
後

19

平成２６年（２０１４）１月１日号（６）

パート英

高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
・

緯
碓４７ 
２
１
１
２
）

講
座
・
催
し

そ
の
ほ
か

　印西地区消防組合では、印西消防署庁舎を移転建設する計画を進めています。
　現在の印西消防署（現住所：大森2514―10）は、昭和47年1月に竣工、今年で42年が経
過し老朽化が進んでいます。
　また、東日本大震災では、壁に亀裂が入るなどの被害を受け耐震性も不足している状況であ
ることから、市民の生命財産を守る消防・防災の拠点として機能するためにも、早急な建替え
が必要となっています。
　なお、移転予定先は、国道356号沿い竹袋地先となります（下図参照）。
　現在、新たな消防署庁舎を建設するための測量など用地の確保に向けた作業を実施してお
り、平成28年度からの新庁舎での業務開始を目指しています。ご理解とご協力をお願いしま
す。
■問 印西地区消防組合消防本部総務課庶務係（緯碓46 4321）。

印西消防署の庁舎が移転します（平成28年予定印西消防署の庁舎が移転します（平成28年予定））

印西消防署
（移転後）

竹袋交差竹袋交差点点

木下万葉公木下万葉公園園 至
木下
東

至　
木下
東→→

印西市役印西市役所所

千
葉
臼
井
印
西

千
葉
臼
井
印
西
線線

木下小
印西消防署
（移転前）

印西警察印西警察署署

ＪＲ木下ＪＲ木下駅駅

総合福祉センター

コンビニエンスストコンビニエンスストアア

大森大森小小

↑至 我孫↑至　我孫子子

←至
　白
井


